
 第Ⅰ部 第２章 アジア・アメリカの古代文明 

  １ インドの古典文明（１）インド文明の形成・都市国家の成長    教教教教 p58p58p58p58～～～～p61(L20)p61(L20)p61(L20)p61(L20) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【①        】文明                   …四大文明，インド最古の文明 

地域 【②         】流域（西北インド） 

遺跡 ○【③             】 

 ○【④          】 

滅亡 前 1800 年頃，原因不明 

 

〔前 2300 年頃～前 1800 年頃〕 

特色 ○煉瓦づくりの計画的な都市 

    ○青銅器の使用 

    ○インダス文字（未解読） 

    ○印章・彩文土器の使用 

【⑤       】人がインドに移住 〔前 1500 年頃～前 6Ｃ〕 

〔前 1500 年頃〕 インダス川流域（西北インド）に移住（青銅器を使用） 

〔前 1000 年頃〕 【⑥          】流域（インド東部）に移住（鉄器を使用） 

 アーリヤ人時代の特色  

○【⑦        】教が成立 

・自然を神として崇拝 

・聖典『⑧          』 

       ※最古の聖典『⑨           』 …自然神への賛歌 

○【⑩       】制が成立 …のちにカースト制度となる身分階級制度 

《1》【⑪        】（司祭）…神に仕える特権階級 

《2》【⑫            】（武士・貴族）…政治的支配階級 

      《3》【⑬         】（農民・商人） 

      《4》【⑭          】（隷属民）   ※4 ヴァルナの下に不可触民（パーリヤ）が存在 

アーリヤ人の都市国家が多数成立 〔前 6Ｃ～前 4Ｃ〕 

 
〔前 6Ｃ頃〕 ガンジス川流域にアーリヤ人都市国家が多数成立 

         ※当初コーサラ国が有力 ⇒ 〔前 5C 初〕 【⑮      】国が強大化 

都市国家時代の特色 ＝新たな宗教の出現！ 

  ○【⑯   】教の誕生 

    〔開祖〕【⑰               】（ブッダ） 

    〔特徴〕○ヴァルナ制を否定し，万人の平等を主張 

         ○八正道を実践して輪廻転生の苦しみから解脱する 

  ○【⑱       】教の誕生 

    〔開祖〕【⑲            】（尊称マハーヴィーラ） 

    〔特徴〕○バラモンの権威を否定 

         ○不殺生と苦行により解脱する 

  ○バラモン教の改革 

     ＝【⑳             】哲学の誕生 

             祭式万能主義をやめ，内面的な思索を重要視する 

インド統一王朝の成立（マウリヤ朝～）へ 


